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ご例祭（春のお祭り）５年ぶりに盛大に齋行 

コロナ禍や雨で中止を余儀なくされていましたが、令和になって初めての神幸行列を行うことができました。満開の桜に神輿がキ

ラキラと光っています。駅前付近は国内外の多くの観光客に囲まれての行列でした。外国人の多さには改めてビックリ。 

     
   神遷し いよいよ出発            神楽の笛の音も高らかに        獅子発祥の地での大回し 

     
  獅子  へんべ取り                 浦安の舞                   闘鶏楽 （駅前広場） 

駅前広場での披露は大勢の観客から拍手喝さいを受けました。小学校 1 年生の闘鶏楽員（カンカコ）は人気の的でした。 

     
       神輿（牛車型）           雅楽に迎えられて還御          神遷し 無事のお帰りです 

なんと 1101 年の時空を超えて菅原兼茂公が

再び飛騨高山へ降臨。 赤鬼・青鬼と外国人

観光客の異文化交流も行われたようで

す。                                                                     

4 月 1 日の大寄り合いから始まり、7 日の祭り

準備、14・15 日の祭り当日、16 日の後片付

けまで役員の皆様には大変お世話になりました。町内会長・警固員・アイロンがけ女性の皆様にもお礼を申し上げます。氏子

中みんなの力が集まって「祭り」が成立していることを実感しました。お陰様でご例祭を無事盛大に行うことができました。どの家も

行列を笑顔で迎えて下さって私も嬉しくなりました。神社の活動が地域の活性化に少しでも貢献できれば幸いです。           

（映像提供 名田 3 屋貝さん） 
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